






















 

要 旨 

 乾燥濾紙血を用いて IgG,IgA,IgM および補体値の測定を試みた。免疫グロブリン(Ig)

抽出率は IgG で 107.0±21.1(SD)%(n=37),IgA で 90.5±27.3(SD)%(n=32),IgM で 93.2±

18.3(SD)%(n=34)であり,補体抽出率は C3 で 90.2±16.8(SD)%(n=28),C4 で 96.3±

204(SD)%(n=30)であり,濾紙血中の Igおよび補体がほとんど抽出されていると考えられた。

濾紙乾燥時間 1日と 7日間では Ig および補体抽出率に有意差はなかった。濾紙浮遊時間を

7日間乾燥濾紙血を用いて検討したところ,IgGでは24時間浮遊は3時間に比較して抽出率

がややよくなる傾向が認められたが,IgA,IgM では大差なく,3 時間でほとんどの Ig が抽出

されてくるものと思われた。C3,C4 についても同様であった。血清値と抽出液換算値につ

いての相関関係は IgG で相関係数 r=0.87,相関式 y=1.036x-16.0(x:血清値,y:換算

値)(n=37)であり,IgAでr=0.98,y=1.26x-23(n=32),IgMでr=0.93,y=1.14x 18.7(n=34)であ

り,また C3 では r=0.87,y=0.185x-0.59(n=28),C4 では r=0.81,y=1.2x-8.7(n=30)であり両

者の相関は濾紙血を用いた測定が実用可能であることを示した。本法は,小児免疫不全症の

疫学的アプローチとしてマス・スクリーニングに応用しうるものであり,また新生児・乳児

期の重症感染や予防接種の重篤な副作用の予防と対策を知る上で有用な方法であると考え

られた。 


